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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　画像読取装置又は撮影装置によって取り込まれた、定型部分と非定型部分とを含む文書
の取込画像を取得する取得手段と、
　前記取込画像に基づいて、前記定型部分の特徴部分を検出する検出手段と、
　前記特徴部分が検出された場合に、当該特徴部分の位置関係が所定の第１位置関係に合
うように、前記取込画像の整形画像を取得する整形手段と、
　前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記取込画像に基づいて、前記定型部分の代
替の特徴部分を探索する探索手段と、
　を含み、
　前記整形手段は、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記代替の特徴部分の位置
関係が所定の第２位置関係に合うように、前記整形画像を取得する、
　ことを特徴とする画像処理システム。
【請求項２】
　前記画像処理システムは、見本画像から前記代替の特徴部分を検出する手段を更に含み
、
　前記整形手段は、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記見本画像における前記
代替の特徴部分の位置を前記第２位置として取得し、前記整形画像を取得する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の画像処理システム。
【請求項３】
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　前記探索手段は、前記取込画像に基づくヒストグラムを利用して、前記代替の特徴部分
を探索する、
　ことを特徴とする請求項２に記載の画像処理システム。
【請求項４】
　前記探索手段は、所定の第１位置に基づいて定まる領域内から、前記代替の特徴部分を
探索する、
　ことを特徴とする請求項１～３の何れかに記載の画像処理システム。
【請求項５】
　前記検出手段は、複数の特徴部分を検出し、
　前記整形手段は、前記複数の特徴部分の各々の位置関係が、当該特徴部分に対応する第
１位置関係に合うように、前記整形画像を取得し、
　前記探索手段は、少なくとも１つの前記特徴部分が検出されなかった場合に、前記代替
の特徴部分を探索し、
　前記整形手段は、前記少なくとも１つの特徴部分が検出されなかった場合に、前記代替
の特徴部分に基づいて、前記整形画像を取得する、
　ことを特徴とする請求項１～４の何れかに記載の画像処理システム。
【請求項６】
　前記探索手段は、前記複数の特徴部分のうちの一部だけが検出された場合に、検出され
なかった特徴部分ごとに、検出された一部の特徴部分との位置関係に基づいて、前記代替
の特徴部分を探索する、
　ことを特徴とする請求項５に記載の画像処理システム。
【請求項７】
　前記複数の特徴部分は、３つ以上であり、
　前記探索手段は、前記検出されなかった特徴部分ごとに、前記代替の特徴部分の候補を
探索し、当該候補と前記検出された一部の特徴部分とによって囲われる領域のサイズに基
づいて、前記代替の特徴部分を決定する、
　ことを特徴とする請求項６に記載の画像処理システム。
【請求項８】
　前記探索手段は、複数の前記特徴部分が検出されなかった場合に、検出されなかった特
徴部分ごとに、他の代替の特徴部分との位置関係に基づいて、前記代替の特徴部分を探索
する、
　ことを特徴とする請求項５～７の何れかに記載の画像処理システム。
【請求項９】
　前記複数の特徴部分は、３つ以上であり、
　前記探索手段は、前記検出されなかった特徴部分ごとに、前記代替の特徴部分の候補を
探索し、前記検出されなかった複数の特徴部分の各々の候補によって囲われる領域のサイ
ズに基づいて、前記代替の特徴部分を決定する、
　ことを特徴とする請求項８に記載の画像処理システム。
【請求項１０】
　前記探索手段は、予め定められた前記代替の特徴部分を探索する、
　ことを特徴とする請求項１～９の何れかに記載の画像処理システム。
【請求項１１】
　前記特徴部分は、前記定型部分における文字又は記号である、
　ことを特徴とする請求項１～１０の何れかに記載の画像処理システム。
【請求項１２】
　前記画像処理システムは、前記整形画像に対して光学文字認識を実行する実行手段、
　を更に含むことを特徴とする請求項１～１１の何れかに記載の画像処理システム。
【請求項１３】
　画像読取装置又は撮影装置によって取り込まれた、定型部分と非定型部分とを含む文書
の取込画像を取得する取得ステップと、
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　前記取込画像に基づいて、前記定型部分の特徴部分を検出する検出ステップと、
　前記特徴部分が検出された場合に、当該特徴部分の位置関係が所定の第１位置関係に合
うように、前記取込画像の整形画像を取得する整形ステップと、
　前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記取込画像に基づいて、前記定型部分の代
替の特徴部分を探索する探索ステップと、
　を含み、
　前記整形ステップは、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記代替の特徴部分の
位置関係が所定の第２位置関係に合うように、前記整形画像を取得する、
　ことを特徴とする画像処理方法。
【請求項１４】
　画像読取装置又は撮影装置によって取り込まれた、定型部分と非定型部分とを含む文書
の取込画像を取得する取得手段、
　前記取込画像に基づいて、前記定型部分の特徴部分を検出する検出手段、
　前記特徴部分が検出された場合に、当該特徴部分の位置関係が所定の第１位置関係に合
うように、前記取込画像の整形画像を取得する整形手段、
　前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記取込画像に基づいて、前記定型部分の代
替の特徴部分を探索する探索手段、
　としてコンピュータを機能させるためのプログラムであって、
　前記整形手段は、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記代替の特徴部分の位置
関係が所定の第２位置関係に合うように、前記整形画像を取得する、
　プログラム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、画像処理システム、画像処理方法、及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、スキャナやカメラなどによって取り込まれた文書の取込画像を解析する技術が知
られている。例えば、特許文献１には、文書内の所定位置に、特徴部分として基準マーク
を印刷しておき、取込画像に対して斜め方向に基準マークを探索する装置が記載されてい
る。この装置では、検出した基準マークの位置に基づいて、取込画像における文書の曲が
りを正すように整形したうえで、光学文字認識が実行される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００１－０１４４２７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、特許文献１の技術では、特徴部分が隠れていたりはっきり写っていなか
ったりすると、取込画像から特徴部分を検出することができないので、取込画像をうまく
整形することができず、画像処理の精度を十分に高めることができなかった。
【０００５】
　本発明は上記課題に鑑みてなされたものであって、その目的は、画像処理の精度を高め
ることが可能な画像処理システム、画像処理方法、及びプログラムを提供することである
。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　上記課題を解決するために、本発明に係る画像処理システムは、画像読取装置又は撮影
装置によって取り込まれた、定型部分と非定型部分とを含む文書の取込画像を取得する取
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得手段と、前記取込画像に基づいて、前記定型部分の特徴部分を検出する検出手段と、前
記特徴部分が検出された場合に、当該特徴部分の位置が所定の第１位置に合うように、前
記取込画像の整形画像を取得する整形手段と、前記特徴部分が検出されなかった場合は、
前記取込画像に基づいて、前記定型部分の代替の特徴部分を探索する探索手段と、を含み
、前記整形手段は、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記代替の特徴部分の位置
が所定の第２位置に合うように、前記整形画像を取得する、ことを特徴とする。
【０００７】
　本発明に係る画像処理方法は、画像読取装置又は撮影装置によって取り込まれた、定型
部分と非定型部分とを含む文書の取込画像を取得する取得ステップと、前記取込画像に基
づいて、前記定型部分の特徴部分を検出する検出ステップと、前記特徴部分が検出された
場合に、当該特徴部分の位置が所定の第１位置に合うように、前記取込画像の整形画像を
取得する整形ステップと、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記取込画像に基づ
いて、前記定型部分の代替の特徴部分を探索する探索ステップと、を含み、前記整形ステ
ップは、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記代替の特徴部分の位置が所定の第
２位置に合うように、前記整形画像を取得する、ことを特徴とする。
【０００８】
　本発明に係るプログラムは、画像読取装置又は撮影装置によって取り込まれた、定型部
分と非定型部分とを含む文書の取込画像を取得する取得手段、前記取込画像に基づいて、
前記定型部分の特徴部分を検出する検出手段、前記特徴部分が検出された場合に、当該特
徴部分の位置が所定の第１位置に合うように、前記取込画像の整形画像を取得する整形手
段、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記取込画像に基づいて、前記定型部分の
代替の特徴部分を探索する探索手段、としてコンピュータを機能させるためのプログラム
であって、前記整形手段は、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記代替の特徴部
分の位置が所定の第２位置に合うように、前記整形画像を取得する。
【０００９】
　本発明の一態様では、前記画像処理システムは、見本画像から前記代替の特徴部分を検
出する手段を更に含み、前記整形手段は、前記特徴部分が検出されなかった場合は、前記
見本画像における前記代替の特徴部分の位置を前記第２位置として取得し、前記整形画像
を取得する、ことを特徴とする。
【００１０】
　本発明の一態様では、前記探索手段は、前記取込画像に基づくヒストグラムを利用して
、前記代替の特徴部分を探索する、ことを特徴とする。
【００１１】
　本発明の一態様では、前記探索手段は、前記第１位置に基づいて定まる領域内から、前
記代替の特徴部分を探索する、ことを特徴とする。
【００１２】
　本発明の一態様では、前記検出手段は、複数の特徴部分を検出し、前記整形手段は、前
記複数の特徴部分の各々の位置が、当該特徴部分に対応する第１位置に合うように、前記
整形画像を取得し、前記探索手段は、少なくとも１つの前記特徴部分が検出されなかった
場合に、前記代替の特徴部分を探索し、前記整形手段は、前記少なくとも１つの特徴部分
が検出されなかった場合に、前記代替の特徴部分に基づいて、前記整形画像を取得する、
ことを特徴とする。
【００１３】
　本発明の一態様では、前記探索手段は、前記複数の特徴部分のうちの一部だけが検出さ
れた場合に、検出されなかった特徴部分ごとに、検出された一部の特徴部分との位置関係
に基づいて、前記代替の特徴部分を探索する、ことを特徴とする。
【００１４】
　本発明の一態様では、前記複数の特徴部分は、３つ以上であり、前記探索手段は、前記
検出されなかった特徴部分ごとに、前記代替の特徴部分の候補を探索し、当該候補と前記
検出された一部の特徴部分とによって囲われる領域のサイズに基づいて、前記代替の特徴
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部分を決定する、ことを特徴とする。
【００１５】
　本発明の一態様では、前記探索手段は、複数の前記特徴部分が検出されなかった場合に
、検出されなかった特徴部分ごとに、他の代替の特徴部分との位置関係に基づいて、前記
代替の特徴部分を探索する、ことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の一態様では、前記複数の特徴部分は、３つ以上であり、前記探索手段は、前記
検出されなかった特徴部分ごとに、前記代替の特徴部分の候補を探索し、前記検出されな
かった複数の特徴部分の各々の候補によって囲われる領域のサイズに基づいて、前記代替
の特徴部分を決定する、ことを特徴とする。
【００１７】
　本発明の一態様では、前記探索手段は、予め定められた前記代替の特徴部分を探索する
、ことを特徴とする。
【００１８】
　本発明の一態様では、前記特徴部分は、前記定型部分における文字又は記号である、こ
とを特徴とする。
【００１９】
　本発明の一態様では、前記画像処理システムは、前記整形画像に対して光学文字認識を
実行する実行手段、を更に含むことを特徴とする。
【発明の効果】
【００２０】
　本発明によれば、画像処理の精度を高めることが可能になる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】画像処理システムの全体構成を示す図である。
【図２】運転免許証が取り込まれる様子を示す図である。
【図３】取込画像の一例を示す図である。
【図４】画像処理システムにおいて実現される機能の一例を示す機能ブロック図である。
【図５】見本画像の一例を示す図である。
【図６】見本画像データベースのデータ格納例を示す図である。
【図７】見本画像データベースに格納されるテンプレート画像の一例を示す図である。
【図８】取込画像が整形される様子を示す図である。
【図９】取込画像が整形される様子を示す図である。
【図１０】テンプレートマッチングの一例を示す図である。
【図１１】第２整形部の処理内容を示す図である。
【図１２】第２整形部の処理内容を示す図である。
【図１３】光学文字認識により抽出される文字の一例を示す図である。
【図１４】画像処理システムにおいて実行される処理の一例を示すフロー図である。
【図１５】取込画像の一例を示す図である。
【図１６】画像処理システムにおいて実現される機能の一例を示す機能ブロック図である
。
【図１７】代替の特徴部分が探索される様子を示す図である。
【図１８】見本画像から代替の特徴部分が検出される様子を示す図である。
【図１９】実施形態２で整形画像が取得される様子を示す図である。
【図２０】実施形態２で整形画像が取得される様子を示す図である。
【図２１】光学文字認識により抽出される文字の一例を示す図である。
【図２２】画像処理システムにおいて実行される処理の一例を示すフロー図である。
【図２３】画像処理システムにおいて実行される処理の一例を示すフロー図である。
【図２４】実施形態２の変形例（１）における処理の説明図である。
【図２５】実施形態２の変形例（２）における処理の説明図である。
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【発明を実施するための形態】
【００２２】
［１．実施形態１］
　以下、本発明に関わる画像処理システムの実施形態の例を説明する。
【００２３】
［１－１．画像処理システムの全体構成］
　図１は、画像処理システムの全体構成を示す図である。図１に示すように、画像処理シ
ステムＳは、ユーザ端末１０、画像読取装置２０、及びサーバ３０を含む。ユーザ端末１
０とサーバ３０は、それぞれインターネットなどのネットワークに接続可能である。なお
、図１では、ユーザ端末１０、画像読取装置２０、及びサーバ３０をそれぞれ１台ずつ示
しているが、これらは複数台ずつあってもよい。また、画像読取装置２０がネットワーク
に接続可能であってもよい。
【００２４】
　ユーザ端末１０は、ユーザが操作するコンピュータであり、例えば、携帯電話機（スマ
ートフォンを含む）、携帯情報端末（タブレット型コンピュータを含む）、又はパーソナ
ルコンピュータ等である。図１に示すように、ユーザ端末１０は、制御部１１、記憶部１
２、通信部１３、操作部１４、表示部１５、及び撮影装置１６を含む。
【００２５】
　制御部１１は、例えば、少なくとも１つのマイクロプロセッサを含む。制御部１１は、
記憶部１２に記憶されたプログラムやデータに従って処理を実行する。記憶部１２は、主
記憶部及び補助記憶部を含む。例えば、主記憶部はＲＡＭなどの揮発性メモリであり、補
助記憶部は、ハードディスクやフラッシュメモリなどの不揮発性メモリである。通信部１
３は、有線通信又は無線通信用の通信インタフェースであり、ネットワークを介してデー
タ通信を行う。
【００２６】
　操作部１４は、入力デバイスであり、例えば、タッチパネルやマウス等のポインティン
グデバイスやキーボード等を含む。操作部１４は、操作内容を制御部１１に伝達する。表
示部１５は、例えば、液晶表示部又は有機ＥＬ表示部等である。撮影装置１６は、少なく
とも１つのカメラを含み、例えば、ＣＭＯＳイメージセンサ又はＣＣＤイメージセンサな
どを含む。撮影装置１６は、静止画又は動画を撮影し、画像データを生成する。なお、本
実施形態では、撮影装置１６がユーザ端末１０に含まれる場合を説明するが、撮影装置１
６は、ユーザ端末１０の外部にあってもよい。
【００２７】
　画像読取装置２０は、画像を読み取る装置であり、例えば、スキャナである。画像読取
装置２０は、例えば、ＣＭＯＳイメージセンサ又はＣＣＤイメージセンサなどを含む。画
像読取装置２０は、画像が形成された媒体（例えば、用紙、フィルム、プラスチック等）
を読み取り、画像データを生成する。なお、本実施形態では、画像読取装置２０がユーザ
端末１０の外部に含まれている場合を説明するが、画像読取装置２０は、ユーザ端末１０
の内部にあってもよい。
【００２８】
　サーバ３０は、サーバコンピュータである。サーバ３０は、制御部３１、記憶部３２、
及び通信部３３を含む。制御部３１、記憶部３２、及び通信部３３のハードウェア構成は
、それぞれ制御部１１、記憶部１２、及び通信部１３と同様であってよく、ここでは説明
を省略する。
【００２９】
　なお、記憶部１２，３２に記憶されるものとして説明するプログラム及びデータは、ネ
ットワークを介して他のコンピュータから供給されるようにしてもよい。また、ユーザ端
末１０、画像読取装置２０、及びサーバ３０のハードウェア構成は、上記の例に限られず
、種々のハードウェアを適用可能である。例えば、コンピュータ読み取り可能な情報記憶
媒体を読み取る読取部（例えば、光ディスクドライブやメモリカードスロット）や外部機
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器とデータの入出力をするための入出力部（例えば、ＵＳＢポート）が含まれていてもよ
い。例えば、情報記憶媒体に記憶されたプログラムやデータが読取部や入出力部を介して
供給されるようにしてもよい。
【００３０】
［１－２．画像処理システムの概要］
　本実施形態では、ユーザは、インターネットで銀行口座の開設や保険の契約等をするた
めに、撮影装置１６又は画像読取装置２０で本人確認書類を取り込み、サーバ３０に取込
画像をアップロードする。サーバ３０は、取込画像に対して光学文字認識を実行し、本人
確認書類に印刷された氏名、住所、及び生年月日といった文字を抽出する。
【００３１】
　本人確認書類は、ユーザを確認可能な書類であればよく、例えば、運転免許証、保険証
、住民票、又はパスポートといった書類である。本実施形態では、本人確認書類の一例と
して運転免許証を説明する。なお、運転免許証は、国や地域ごとに種々の書式が存在する
が、説明の都合上、架空の書式の運転免許証を例に挙げる。
【００３２】
　図２は、運転免許証が取り込まれる様子を示す図である。図２に示すように、例えば、
ユーザは、ユーザ端末１０の撮影装置１６を使って、机に置いた運転免許証を撮影する。
撮影装置１６の位置や向きは、自由に変えることができるので、運転免許証は、必ずしも
、正面（真上）から撮影されるとは限らない。このため、取込画像における運転免許証に
は、歪みや曲がりが発生することが多い。なお、本実施形態では、取込画像の解像度は、
光学文字認識が可能な程度に担保されており、撮影装置１６のピントも運転免許証に合っ
ているものとする。
【００３３】
　図３は、取込画像の一例を示す図である。図３に示すように、取込画像Ｉ１における運
転免許証に歪みや曲がりが発生すると、光学文字認識を実行しても文字を抽出することは
難しい。この点、運転免許証には、文書の歪みと曲がりを正すための専用のマークが印刷
されているわけではないので、このようなマークを利用して歪みや曲がりを正すことはで
きない。
【００３４】
　例えば、運転免許証に印刷された「ＤＲＩＶＥＲ　ＬＩＣＥＮＳＥ」といった定型部分
の一部の文字を代用することも考えられるが、このような定型部分は、文書の歪みと曲が
りを正すための専用のマークとして印刷されたわけではないので、光学文字認識が難しい
のと同じ理由で精度よく検出することは難しい。また、運よく検出できたとしても、同じ
文書の中に同じ文字が含まれていることもあり、誤検出の可能性もある。
【００３５】
　そこで、本実施形態の画像処理システムＳでは、取込画像Ｉ１における運転免許証の歪
みや曲がりを大まかに補正した後に、運転免許証内の定型部分を検出して歪みや曲がりを
細かく補正することで、例えば光学文字認識をしやすい状態の画像を生成するようにして
いる。以降、画像処理システムＳの詳細を説明する。
【００３６】
［１－３．画像処理システムにおいて実現される機能］
　図４は、画像処理システムＳにおいて実現される機能の一例を示す機能ブロック図であ
る。図４に示すように、画像処理システムＳでは、データ記憶部１００、取得部１０１、
第１整形部１０２、検出部１０３、第２整形部１０４、及び実行部１０５が実現される場
合を説明する。
【００３７】
［１－３－１．データ記憶部］
　データ記憶部１００は、記憶部３２を主として実現される。データ記憶部１００は、画
像処理を実行するために必要なデータを記憶する。ここでの画像処理とは、画像に基づい
た処理であればよく、例えば、画像の加工や光学文字認識といった種々の処理を含む意味
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である。本実施形態では、データ記憶部１００が記憶するデータの一例として、文書の見
本画像に関する見本画像データベースを説明する。
【００３８】
　文書とは、画像が形成された媒体であり、書類と呼ばれることもある。別の言い方をす
れば、撮影装置１６又は画像読取装置２０によって画像に取り込まれる対象物である。文
書は、所定の書式を有し、レイアウトが予め定められている。即ち、文書は、どこに何が
描かれているか予め分かっているものとする。文書の種類は、任意であってよく、例えば
、本人確認書類、身分証明書、公的機関への申請書、商品若しくはサービスの申込書、又
は試験の解答用紙であってもよい。本実施形態では、文書の一例として運転免許証を説明
する。このため、本実施形態で運転免許証と記載した箇所は、文書と読み替えることがで
きる。文書は、定型部分と非定型部分を含む。
【００３９】
　定型部分とは、内容が固定された部分であり、他の文書と内容が共通する部分である。
別の言い方をすれば、定型部分は、文書に関わらず内容が変わらない部分であり、ユーザ
に関わらず内容が変わらない部分である。例えば、定型部分は、文書における書式部分で
あり、特定の文字、記号、図形、枠線、イラスト、又は画像が描かれた部分である。定型
部分は、文書固有の情報を含む部分ということもできる。
【００４０】
　図３の運転免許証であれば、「ＤＲＩＶＥＲ　ＬＩＣＥＮＳＥ」というタイトルは、定
型部分の一例である。また、「ＮＡＭＥ」、「ＢＩＲＴＨ　ＤＡＹ」、「ＡＤＤＲＥＳＳ
」、「ＤＡＴＥ」、「ＥＸＰＩＲＥＳ」、及び「ＮＵＭＢＥＲ」といった項目名は、定型
部分の一例である。また、「ＪＡＰＡＮ」という国名は、定型部分の一例である。また、
「Ｔｏｋｙｏ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔａｎ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｃｏｍｍｉｓ
ｓｉｏｎ」という機関の名称は、定型部分の一例である。なお、定型部分は、上記のよう
な文字に限られず、図３の運転免許証における日本の国旗を示す画像も、定型部分の一例
である。また、上記の項目名等を囲む枠線も、定型部分の一例である。
【００４１】
　非定型部分とは、内容が固定されていない部分であり、他の文書とは内容が共通しない
部分である。別の言い方をすれば、非定型部分は、文書ごとに内容が変わる部分であり、
ユーザごとに内容が変わる部分である。例えば、非定型部分は、文書における書式部分以
外の部分であり、個人情報、ユーザの識別情報、申請内容、申込内容、又は試験の答えと
いった情報が印刷された部分である。非定型部分は、ユーザ固有の情報を含む部分という
こともできる。
【００４２】
　図３の運転免許証であれば、「ＹＡＭＡＤＡ　ＴＡＲＯ」という氏名は、非定型部分の
一例である。また、「Ｊｕｎｅ　２３，１９８０」という生年月日は、非定型部分の一例
である。また、「１－２－３　ＡＢＣＣｉｔｙ　Ｔｏｋｙｏ」という住所は、非定型部分
の一例である。また、「Ｊｕｌｙ　２５，２０１５」という発行日は、非定型部分の一例
である。また、「Ｊｕｌｙ　２５，２０２０」という有効期限日は、非定型部分の一例で
ある。また、「１２３４　５６７８　９０１２」という免許証番号は、非定型部分の一例
である。なお、非定型部分は、上記のような文字に限られず、図３の運転免許証における
ユーザの顔写真も、非定型部分の一例である。その他、ユーザのＩＤや身体的な特徴を示
す情報が運転免許証に含まれていれば、そのような情報も非定型部分の一例である。
【００４３】
　見本画像とは、文書の歪みと曲がりが全くない又は略ない画像である。別の言い方をす
れば、見本画像は、正面方向又は略正面方向から文書が取り込まれた状態の画像である。
正面方向とは、文書の表面とのなす角度が垂直となる方向であり、正対ということもでき
る。略正面方向とは、当該角度が垂直とみなせる程度の方向であり、例えば、当該角度が
８０°以上の方向である。見本画像の書式は、取込画像の書式と同じである。このため、
見本画像の定型部分と、取込画像の定型部分と、は同じであり、見本画像の非定型部分と
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、取込画像の非定型部分と、は異なる。なお、見本画像は、非定型部分を含まなくてもよ
い。即ち、見本画像は、書式部分だけであってもよい。
【００４４】
　歪みは、画像における文書の形状の変化である。別の言い方をすれば、歪みは、実際の
文書の形状と、画像内の文書の形状と、の違いである。歪みが全くないとは、形状が変化
しない（形状の違いがない）ことを意味し、歪みが略ないとは、形状が変化しないとみな
せる程度であることを意味する。例えば、輪郭が四角形（角丸四角形を含む）の文書であ
れば、画像内での輪郭が台形になることが、歪みが発生することに相当する。例えば、上
底の長さと下底の長さとの差が略ない（例えば、差が５％未満）ことが、歪みが略ないこ
とに相当する。別の言い方をすれば、対辺のなす角度が所定角度未満（例えば、５°未満
）であることが、歪みが略ないことに相当する。
【００４５】
　曲がりは、画像における文書の回転（向き）である。別の言い方をすれば、曲がりは、
正対した状態からどの程度ずれているかである。曲がりが全くないとは、正対した状態を
意味し、曲がりが略ないとは、曲がりがないとみなせる程度であることを意味する。例え
ば、横長の四角形の文書であれば、長辺方向が水平方向（例えば、画像座標系のＸ軸方向
）からずれており、短辺方向が垂直方向（例えば、画像座標系のＹ軸方向）からずれてい
ることが、曲がりが発生することに相当する。また例えば、縦長の四角形の文書であれば
、長辺方向が垂直方向からずれており、短辺方向が水平方向からずれていることが、曲が
りが発生することに相当する。例えば、これらの各方向のなす角度が略０°（例えば、角
度が５°未満）であることが、曲がりが略ないことに相当する。
【００４６】
　図５は、見本画像の一例を示す図である。図５に示すように、見本画像Ｉ２は、角丸四
角形の運転免許証の形状が保たれており、歪みが全くない又は略ない状態である。また、
運転免許証の向きがずれておらず、曲がりが全くない又は略ない状態である。このため、
見本画像Ｉ２の文字は、歪んだり曲がったりしておらず、光学文字認識に適した状態とい
える。例えば、見本画像は、画像処理システムＳの管理者によって予め用意されている。
例えば、管理者は、画像読取装置又は撮影装置で文書を取り込んで見本画像を生成し、デ
ータ記憶部１００に登録する。
【００４７】
　図６は、見本画像データベースのデータ格納例を示す図である。図６に示すように、例
えば、見本画像データベースには、見本画像Ｉ２のファイル名、文書の種類、見本画像Ｉ
２の特徴点群情報、テンプレート画像が示す特徴部分の名前・ファイル名・位置が格納さ
れる。
【００４８】
　なお、見本画像Ｉ２は、取り込まれる文書の種類ごとに用意しておけばよく、例えば、
運転免許証の見本画像、住民票の見本画像、パスポートの見本画像といったように用意し
ておけばよい。また、これらの文書は、国や地域によって書式が異なるので、国ごと又は
地域ごとに見本画像Ｉ２を用意してもよい。
【００４９】
　特徴点群情報は、見本画像Ｉ２から抽出された特徴点群に関する情報である。特徴点群
は、複数の特徴点の集まりである。特徴点は、被写体の特徴的な部分を示す点であり、例
えば、形状的な特徴と、色彩的な特徴と、の少なくとも一方が表れた点である。
【００５０】
　特徴点群を抽出するアルゴリズム自体は、種々のアルゴリズムを提供可能であり、例え
ば、ＯｐｅｎＣＶで実装されているＳＩＦＴ、ＳＵＲＦ、又はＡ－ＫＡＺＥといったアル
ゴリズムを利用してもよい。例えば、特徴点群情報は、各特徴点の位置座標と、各特徴点
の特徴量と、を含む。特徴量は、上記アルゴリズムから出力される数値であり、物体の局
所的な形状や色彩の特徴を数値化したものである。
【００５１】
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　図７は、見本画像データベースに格納されるテンプレート画像の一例を示す図である。
図７に示すように、テンプレート画像Ｔ１～Ｔ４は、見本画像Ｉ２のうち、定型部分にお
ける特徴部分を示す画像である。なお、以降では、テンプレート画像Ｔ１～Ｔ４を特に区
別する必要のないときは、単にテンプレート画像Ｔと記載する。
【００５２】
　テンプレート画像Ｔは、１枚だけであってもよいし、複数枚用意しておいてもよい。テ
ンプレート画像Ｔは、後述する画像処理で用いられる特徴部分の数だけ用意しておけばよ
い。テンプレート画像Ｔは、任意の特徴部分を示す画像であってよいが、本実施形態では
、画像処理の精度を高めるために、運転免許証の四隅付近にある特徴部分を利用している
。
【００５３】
　例えば、テンプレート画像Ｔ１は、運転免許証の「ＤＲＩＶＥＲ　ＬＩＳＥＮＣＥ」と
いうタイトルの中の「ＤＲ」の文字を示す。テンプレート画像Ｔ１は、運転免許証の左上
付近の特徴部分を示す。また例えば、テンプレート画像Ｔ２は、運転免許証における日本
の国旗を示す。テンプレート画像Ｔ２は、運転免許証の右上付近の特徴部分を示す。また
例えば、テンプレート画像Ｔ３は、運転免許証の「ＪＡＰＡＮ」という国名の中の「ＪＡ
」の文字を示す。テンプレート画像Ｔ３は、運転免許証の左下付近の特徴部分を示す。ま
た例えば、テンプレート画像Ｔ４は、運転免許証の「Ｔｏｋｙｏ　Ｍｅｔｒｏｐｏｌｉｔ
ａｎ　Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓａｆｅｔｙ　Ｃｏｍｍｉｓｓｉｏｎ」という発行機関名の末尾の
「ｏｎ」の文字を示す。テンプレート画像Ｔ４は、運転免許証の右下付近の特徴部分を示
す。
【００５４】
［１－３－２．取得部］
　取得部１０１は、制御部３１を主として実現される。取得部１０１は、画像読取装置２
０又は撮影装置１６によって取り込まれた、定型部分と非定型部分とを含む文書の取込画
像Ｉ１を取得する。なお、「画像を取得する」とは、画像のデータを取得することである
。この点は、本実施形態で「画像を取得する」と記載した他の箇所も同様である。画像の
データとしては、種々のファイル形式を適用可能であり、例えば、ＪＰＥＧ、ＧＩＦ、Ｂ
ＭＰ、又はＰＮＧといった形式であってもよい。
【００５５】
　例えば、取得部１０１は、ネットワークを介し、ユーザ端末１０から取込画像Ｉ１を取
得してもよいし、画像読取装置２０から取込画像Ｉ１を取得してもよい。また例えば、取
込画像Ｉ１は、データ記憶部１００に記憶されていてもよく、この場合、取得部１０１は
、データ記憶部１００から取込画像Ｉ１を取得する。また例えば、取込画像Ｉ１は、サー
バ３０の外部にあるデータベースサーバに記憶されていてもよく、この場合、取得部１０
１は、当該データベースサーバから取込画像Ｉ１を取得する。
【００５６】
［１－３－３．第１整形部］
　第１整形部１０２は、制御部３１を主として実現される。第１整形部１０２は、見本画
像Ｉ２における文書の特徴と、取込画像Ｉ１における文書の特徴と、に基づいて、取込画
像Ｉ１を整形して第１整形画像を取得する。
【００５７】
　文書の特徴とは、文書の取り込まれ方であり、例えば、歪み、曲がり、サイズ、又は位
置である。ここでは、特に画像における文書の形状や向きの特徴が利用される。整形とは
、画像における文書の形状を整えることである。別の言い方をすれば、整形は、画像の変
形又は加工ということもできる。画像の整形方法自体は、種々の手法を適用可能であり、
例えば、アフィン変換、線形変換、投影変換、回転、拡大・縮小、又は移動を利用しても
よいし、これらの組み合わせを利用してもよい。
【００５８】
　例えば、第１整形部１０２は、画像の局所的な特徴（一部分だけの特徴）を考慮するの
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ではなく、見本画像Ｉ２における文書の全体的な特徴と、取込画像Ｉ１における文書の全
体的な特徴と、に基づいて、取込画像Ｉ１を整形する。例えば、第１整形部１０２は、見
本画像Ｉ２における文書の特徴に近づくように、取込画像Ｉ１を整形する。別の言い方を
すれば、例えば、第１整形部１０２は、見本画像Ｉ２における文書の形状と向きに近づく
ように、取込画像Ｉ１を整形する。
【００５９】
　図８及び図９は、取込画像Ｉ１が整形される様子を示す図である。図８及び図９に示す
ように、例えば、第１整形部１０２は、見本画像Ｉ２から抽出された文書の特徴点群Ｐ２
と、取込画像Ｉ１から抽出された文書の特徴点群Ｐ１と、に基づいて、第１整形画像Ｉ３
を取得する。
【００６０】
　なお、ここでは、見本画像Ｉ２の特徴点群全体を説明する場合はＰ２の符号を付し、個
々の特徴点を説明する場合はＰ２－ｍ（ｍは自然数）の符号を付す。同様に、取込画像Ｉ
１の特徴点群全体を説明する場合はＰ１の符号を付し、個々の特徴点を説明する場合はＰ
１－ｎ（ｎは自然数）の符号を付す。また、特に図面を参照する必要のないときは、特徴
点の符号を省略することもある。
【００６１】
　例えば、第１整形部１０２は、見本画像データベースから見本画像Ｉ２の特徴点群情報
を取得する。また例えば、第１整形部１０２は、取込画像Ｉ１から特徴点群Ｐ１を抽出し
、特徴点群情報を取得する。特徴点群Ｐ１の抽出及び特徴点群情報の取得は、先述したア
ルゴリズムを利用して行われるようにすればよい。例えば、第１整形部１０２は、見本画
像Ｉ２の特徴点群情報と、取込画像Ｉ１の特徴点群情報と、に基づいて、特徴点群Ｐ１，
Ｐ２のマッチングを行う。
【００６２】
　マッチングは、見本画像Ｉ２の特徴点群Ｐ２と、取込画像Ｉ１の特徴点群Ｐ１と、を関
連付ける処理である。マッチングは、先述した特徴点抽出のアルゴリズムを利用してもよ
く、例えば、ＯｐｅｎＣＶで実装されているアルゴリズムを利用してもよい。例えば、第
１整形部１０２は、見本画像Ｉ２の特徴点群情報が示す各特徴点Ｐ２－ｍの特徴量と、取
込画像Ｉ１の特徴点群情報が示す各特徴点Ｐ１－ｎの特徴量と、に基づいて、特徴点群の
マッチングを行う。マッチングの際には、特徴量が似ている特徴点同士を関連付ければよ
い。なお、特徴量が似ているとは、特徴量の値が似ていることであり、特徴量の差が小さ
い（例えば、差が最小となる）ことである。
【００６３】
　図８の例では、第１整形部１０２は、取込画像Ｉ１の特徴点群情報に基づいて、見本画
像Ｉ２の特徴点Ｐ２－１の特徴量と近い特徴量を有する特徴点Ｐ１－１を特定し、特徴点
Ｐ２－１と特徴点Ｐ１－１とをマッチングする。同様に、第１整形部１０２は、取込画像
Ｉ１の特徴点群情報に基づいて、見本画像Ｉ２の特徴点Ｐ２－２の特徴量と近い特徴量を
有する特徴点Ｐ１－２を特定し、特徴点Ｐ２－２と特徴点Ｐ１－２とをマッチングする。
【００６４】
　他の特徴点についても同様の処理が実行され、特徴点Ｐ２－３～Ｐ２－７と、特徴点Ｐ
１－３～Ｐ１－７と、がマッチングされる。なお、図８では、簡略化のために、特徴点を
少なく記載しているが、実際には、数十～数千程度又はそれ以上の特徴点が抽出されるよ
うにしてもよく、それぞれの特徴点についてマッチングが行われる。
【００６５】
　例えば、第１整形部１０２は、特徴点群のマッチング結果に基づいて、変換行列を計算
する。変換行列は、取込画像Ｉ１の各特徴点の位置が、見本画像Ｉ２におけるマッチング
相手の特徴点の位置に近づくように計算される。変換行列の取得方法自体は、種々の方法
を適用可能であり、例えば、アフィン変換、線形変換、又は投影変換における変換行列の
計算式を利用してもよい。第１整形部１０２は、変換行列に基づいて、取込画像Ｉ１を変
換して第１整形画像Ｉ３を取得する。図９に示すように、第１整形画像Ｉ３は、見本画像
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Ｉ２における文書と大まかに似た状態となる。
【００６６】
　なお、特徴点群は、画像全体から抽出されてもよいが、一部の領域だけから抽出されて
もよい。例えば、第１整形部１０２は、見本画像Ｉ２における所定領域内の文書の特徴と
、取込画像Ｉ１における所定領域に対応する領域内の文書の特徴と、に基づいて、第１整
形画像Ｉ３を取得してもよい。
【００６７】
　所定領域は、予め定められた一部の領域であればよく、例えば、見本画像Ｉ２において
定型部分が表れた領域であってもよい。例えば、第１整形部１０２は、見本画像Ｉ２にお
いて定型部分が表れた領域内の特徴点群と、取込画像Ｉ１において定型部分が表れた領域
内の特徴点群と、に基づいて、第１整形画像Ｉ３を取得してもよい。
【００６８】
　なお、ここでは、特徴点群を利用する場合を例に挙げたが、第１整形部１０２は、画像
の特徴となりうる情報に基づいて、取込画像Ｉ１を整形すればよく、特徴点群以外の情報
を利用してもよい。
【００６９】
　例えば、第１整形部１０２は、見本画像Ｉ２から抽出した輪郭線と、取込画像Ｉ１から
抽出した輪郭線と、に基づいて、取込画像Ｉ１を整形してもよい。輪郭線は、Ｓｏｂｅｌ
フィルタ等のエッジ検出処理によって取得されるようにすればよい。第１整形部１０２は
、見本画像Ｉ２から抽出された輪郭線に近づくように、取込画像Ｉ１を整形してもよい。
例えば、第１整形部１０２は、本実施形態の運転免許証における「ＮＡＭＥ」や「ＢＩＲ
ＴＨ　ＤＡＹ」等を囲む枠線の形状が大まかに合うように、取込画像Ｉ１を整形してもよ
い。その際、枠線全体を検出できず、一部だけが検出されたとしても、当該検出された一
部の枠線の形状を大まかに合わせるようにすればよい。
【００７０】
　また例えば、第１整形部１０２は、取込画像Ｉ１に対して背景分離処理を実行し、文書
が表れた前景部分を特定し、前景部分の形状が、見本画像Ｉ２における文書の形状に近づ
くように、見本画像Ｉ２を整形してもよい。その際、前景部分の特定の精度があまり高く
なかったとしても、取込画像Ｉ１における文書の歪みや曲がりを大まかに合わせるように
すればよい。
【００７１】
［１－３－４．検出部］
　検出部１０３は、制御部３１を主として実現される。検出部１０３は、第１整形画像Ｉ
３から、定型部分の特徴部分を検出する。
【００７２】
　特徴部分は、画像を整形する際に基準とする部分であり、ランドマークということもで
きる。例えば、特徴部分は、定型部分における文字又は記号であってもよいし、定型部分
に描かれた枠線、イラスト、又は画像などであってもよい。また例えば、特徴部分は、そ
の付近に同様の特徴が存在しない部分である特徴部分は、１つだけであってもよいし、複
数であってもよい。本実施形態では、特徴部分が複数あり、複数の特徴部分の各々は、文
書の端部付近に配置されている場合を説明するが、特徴部分は、中央付近に配置されてい
てもよいし、中央と端部の中間地点に配置されていてもよい。
【００７３】
　特徴部分は、文書における所定位置に存在する。所定位置は、文書の中で特徴部分が表
れる位置である。文書は書式が定められているので、文書における特徴部分の位置は、既
知の位置となる。例えば、所定位置は、見本画像Ｉ２において特徴部分が表れた位置であ
る。本実施形態では、特徴部分を示すテンプレート画像Ｔが用意されているので、見本画
像Ｉ２からテンプレート画像Ｔを切り取った位置が所定位置である。
【００７４】
　例えば、検出部１０３は、物体検出アルゴリズムを利用して、第１整形画像Ｉ３から特
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徴部分を検出する。物体検出アルゴリズムとしては、種々のアルゴリズムを適用可能であ
り、例えば、テンプレートマッチングを利用してもよいし、特徴点の配置パターンや輪郭
線の向きなどを利用してもよい。本実施形態では、見本画像Ｉ２における特徴部分のテン
プレート画像Ｔが用意されているので、検出部１０３は、テンプレート画像Ｔと似た部分
を検出する。
【００７５】
　図１０は、テンプレートマッチングの一例を示す図である。図１０に示すように、検出
部１０３は、見本画像Ｉ２における特徴部分をテンプレート画像Ｔとしたテンプレートマ
ッチングに基づいて、第１整形画像Ｉ３から特徴部分を検出する。図１０の例では、検出
部１０３は、テンプレート画像Ｔ４と同じ大きさのウィンドウＷを第１整形画像Ｉ３内で
走査し、枠内の各画素の画素値と、テンプレート画像Ｔ４の各画素の画素値と、に基づい
て、特徴部分を検出する。例えば、検出部１０３は、これらの画素値の差に基づいて類似
度を計算し、類似度が閾値以上の枠内に特徴部分が存在すると判定する。
【００７６】
　例えば、第１整形画像Ｉ３全体の中から特徴部分が探索されてもよいが、本実施形態で
は、検出部１０３は、第１整形画像Ｉ３のうち、所定位置を含む領域の中から、特徴部分
を検出してもよい。この領域は、任意の形状及びサイズであってよく、図１０の例では、
テンプレート画像Ｔ４が示す「ｏｎ」という文字が表れた見本画像Ｉ２内の位置を含む領
域Ａ１となる。テンプレート画像Ｔ４は、運転免許証の右下付近の特徴部分を示すので、
領域Ａ１も右下付近の領域となる。
【００７７】
　本実施形態では、複数の特徴部分が存在するので、検出部１０３は、複数の特徴部分を
検出することになる。例えば、他のテンプレート画像Ｔも同様の処理が実行され、検出部
１０３は、テンプレート画像Ｔ１が示す「ＤＲ」という文字が表れた見本画像Ｉ２内の位
置を含む領域（左上付近の領域）の中から、当該文字を探索する。また例えば、検出部１
０３は、テンプレート画像Ｔ２が示す国旗が表れた見本画像Ｉ２内の位置を含む領域（右
上付近の領域）の中から、当該国旗を探索する。また例えば、テンプレート画像Ｔ３が示
す「ＪＡ」という文字が表れた見本画像Ｉ２内の位置を含む領域（左下付近の領域）の中
から、当該文字を探索する。
【００７８】
［１－３－５．第２整形部］
　第２整形部１０４は、制御部３１を主として実現される。第２整形部１０４は、検出部
１０３により検出された特徴部分の位置が所定位置に合うように、第１整形画像Ｉ３を整
形して第２整形画像を取得する。例えば、第２整形部１０４は、見本画像Ｉ２における特
徴部分の位置と、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の位置と、に基づいて、第１整形画
像Ｉ３を整形する。
【００７９】
　図１１及び図１２は、第２整形部１０４の処理内容を示す図である。図１１に示すよう
に、例えば、第２整形部１０４は、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の位置Ｑ３が、見
本画像Ｉ２における特徴部分の位置Ｑ２に近づくように、第１整形画像Ｉ３を整形する。
【００８０】
　なお、ここでは、見本画像Ｉ２の特徴部分全体の位置を説明する場合はＱ２の符号をし
、個々の特徴部分の位置を説明する場合はＱ２－ｋ（ｋは自然数）の符号を付す。同様に
、第１整形画像Ｉ３の特徴部分全体の位置を説明する場合はＱ３の符号を付し、個々の特
徴部分の位置を説明する場合はＱ３－ｌ（ｌは自然数）の符号を付す。また、特に図面を
参照する必要のないときは、各位置の符号を省略することもある。
【００８１】
　　本実施形態では、複数の特徴部分が存在するので、第２整形部１０４は、複数の特徴
部分の各々の位置Ｑ３が、当該特徴部分に対応する所定位置Ｑ２に合うように、第１整形
画像Ｉ３を整形して第２整形画像Ｉ４を取得することになる。例えば、第２整形部１０４
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は、見本画像Ｉ２における特徴部分の位置Ｑ２と、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の
位置Ｑ３と、に基づいて変換行列を計算する。
【００８２】
　変換行列は、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の位置Ｑ３が、見本画像Ｉ２における
特徴部分の位置Ｑ２に近づくように計算される。変換行列の取得方法自体は、種々の方法
を適用可能であり、例えば、アフィン変換、線形変換、又は投影変換における変換行列の
計算式を利用してもよい。図１１に示すように、第１整形画像Ｉ３における各特徴部分を
繋いだ四角形（Ｑ３－１～Ｑ３－４で囲われた四角形）の形状が、見本画像Ｉ２における
各特徴部分を繋いだ四角形（Ｑ２－１～Ｑ２－４で囲われた四角形）に近づくように、変
換行列が計算される。
【００８３】
　第２整形部１０４は、変換行列に基づいて、取込画像Ｉ１を変換して第２整形画像Ｉ４
を取得する。図１２に示すように、第２整形画像Ｉ４は、運転免許証の細かな歪みと曲が
りが補正されており、見本画像Ｉ２の運転免許証と略同じ形状及び向きとなる。即ち、第
２整形画像Ｉ４の各特徴部分を繋いだ四角形（Ｑ４－１～Ｑ４－４で囲われた四角形）の
形状は、見本画像Ｉ２における各特徴部分を繋いだ四角形（Ｑ２－１～Ｑ２－４で囲われ
た四角形）と同じ又は略同じとなる。第２整形画像Ｉ４は、光学文字認識をしやすい状態
の画像となる。
【００８４】
［１－３－６．実行部］
　実行部１０５は、制御部３１を主として実現される。実行部１０５は、第２整形画像Ｉ
４に対して光学文字認識を実行する。光学文字認識のアルゴリズム自体は、種々のアルゴ
リズムを適用可能であり、例えば、パターンマッチングを利用したアルゴリズムであって
もよいし、構造解析を利用したアルゴリズムであってもよい。
【００８５】
　図１３は、光学文字認識により抽出される文字の一例を示す図である。図１３に示すよ
うに、実行部１０５は、光学文字認識によって第２整形画像Ｉ４から文字を取得する。な
お、第２整形画像Ｉ４の全体が光学文字認識の対象となってもよいし、第２整形画像Ｉ４
の一部が光学文字認識の対象となってもよい。一部である場合には、非定型部分だけであ
ってもよいし、非定型部分の中の一部だけであってもよい。
【００８６】
　実行部１０５は、第２整形画像Ｉ４に対して光学文字認識を実行することによって、運
転免許証の非定型部分に表れた情報を抽出し、データ記憶部１００に記録する。図１３の
例では、実行部１０５は、運転免許証に表れたユーザの氏名、生年月日、住所、発行日、
有効日、及び免許証番号といった情報を抽出し、データ記憶部１００に記録する。
【００８７】
　なお、実行部１０５が抽出する情報は、文書に応じた情報であればよく、例えば、文書
が住民票であれば、ユーザの氏名、生年月日、住所、本籍、及び性別といった情報が抽出
されてもよい。また例えば、文書がパスポートであれば、ユーザの氏名、生年月日、住所
、及びパスポート番号と言った情報が抽出されてもよい。また例えば、実行部１０５が抽
出する情報は、ユーザの個人情報に限られず、例えば、公共機関への申請内容、商品若し
くはサービスの申込内容、又は、答案用紙に書かれた答えの内容といった情報であっても
よい。
【００８８】
［１－４．本実施形態において実行される処理］
　図１４は、画像処理システムＳにおいて実行される処理の一例を示すフロー図である。
図１４に示す処理は、制御部１１が記憶部１２に記憶されたプログラムに従って動作し、
制御部３１が記憶部３２に記憶されたプログラムに従って動作することによって実行され
る。下記に説明する処理は、図４に示す機能ブロックにより実行される処理の一例である
。



(15) JP 6574921 B1 2019.9.11

10

20

30

40

50

【００８９】
　図１４に示すように、まず、ユーザ端末１０においては、制御部１１は、撮影装置１６
又は画像読取装置２０から、取込画像Ｉ１を取得する（Ｓ１）。例えば、ユーザは、操作
部１４を操作して撮影装置１６で運転免許証を撮影したり、画像読取装置２０を操作して
運転免許証を読み取らせたりする。Ｓ１においては、制御部１１は、撮影装置１６又は画
像読取装置２０が生成した画像データを取得することになる。なお、取込画像Ｉ１は、予
め記憶部１２又は外部の情報記憶媒体に記憶されていてもよい。
【００９０】
　制御部１１は、操作部１４の検出信号に基づいて、本人確認書類の種類を示す種類情報
を取得する（Ｓ２）。本実施形態では、ユーザがどの本人確認書類をアップロードするか
分からないので、ユーザに、本人確認書類の種類を選択させるようにしている。Ｓ２にお
いては、例えば、本人確認書類の種類を示すリストが表示部１５に表示され、ユーザは、
当該リストの中からアップロードする本人確認書類を選択する。このリストでは、例えば
、運転免許証、住民票、又はパスポートといった種類が選択可能になっている。
【００９１】
　制御部１１は、サーバ３０に対し、Ｓ１で取得した取込画像Ｉ１と、Ｓ２で取得した種
類情報と、を送信する（Ｓ３）。
【００９２】
　サーバ３０においては、取込画像Ｉ１と種類情報とを受信すると、制御部３１は、取込
画像Ｉ１の特徴点群情報を取得する（Ｓ４）。Ｓ４においては、制御部３１は、特徴点の
抽出アルゴリズムに基づいて、取込画像Ｉ１から特徴点群を抽出し、特徴点群情報を生成
する。
【００９３】
　制御部３１は、見本画像データベースから見本画像Ｉ２の特徴点群情報を取得する（Ｓ
５）。Ｓ５においては、制御部３１は、見本画像データベースのうち、Ｓ４で受信した種
類情報が示す種類に対応するレコードを参照し、当該レコードに格納された特徴点群情報
を取得する。
【００９４】
　制御部３１は、見本画像Ｉ２の特徴点群情報と、取込画像Ｉ１の特徴点群情報と、に基
づいて、特徴点群をマッチングする（Ｓ６）。Ｓ６においては、制御部３１は、特徴点の
マッチングアルゴリズムに基づいて、見本画像Ｉ２の各特徴点と、取込画像Ｉ１の各特徴
点と、の対応付けを行う。
【００９５】
　制御部３１は、Ｓ６におけるマッチング結果に基づいて、取込画像Ｉ１を整形して第１
整形画像Ｉ３を取得する（Ｓ７）。Ｓ７においては、制御部３１は、先述したような変換
行列を計算し、当該変換行列に基づいて、取込画像Ｉ１を整形する。整形後の画像が第１
整形画像Ｉ３となる。
【００９６】
　制御部３１は、見本画像データベースからテンプレート画像Ｔを取得する（Ｓ８）。Ｓ
８においては、制御部３１は、見本画像データベースのうち、Ｓ４で受信した種類情報が
示す種類に対応するレコードを参照し、当該レコードに格納されたテンプレート画像Ｔを
取得する。
【００９７】
　制御部３１は、Ｓ８で取得したテンプレート画像Ｔに基づいて、第１整形画像Ｉ３に対
し、テンプレートマッチングを実行する（Ｓ９）。Ｓ９においては、制御部３１は、第１
整形画像Ｉ３の中からテンプレート画像Ｔと似た領域を探索する。ここでは、複数のテン
プレート画像Ｔが用意されているので、制御部３１は、テンプレート画像Ｔごとに、似た
領域を探索することになる。
【００９８】
　制御部３１は、Ｓ９におけるマッチング結果に基づいて、第１整形画像Ｉ３を整形して



(16) JP 6574921 B1 2019.9.11

10

20

30

40

50

第２整形画像Ｉ４を取得する（Ｓ１０）。Ｓ１０においては、制御部３１は、先述したよ
うな変換行列を計算し、当該変換行列に基づいて、第１整形画像Ｉ３を整形する。整形後
の画像が第２整形画像Ｉ４となる。
【００９９】
　制御部３１は、Ｓ１０で取得した第２整形画像Ｉ４に対し、光学文字認識を実行する（
Ｓ１１）。Ｓ１１においては、制御部３１は、第２整形画像Ｉ４から文字を抽出する。
【０１００】
　制御部３１は、Ｓ１１で抽出した文字を記憶部３２に記録し（Ｓ１２）、本処理は終了
する。Ｓ１２の処理により、ユーザがアップロードした本人確認書類から、ユーザの氏名
、住所、及び生年月日といった情報が抽出され、記憶部３２に記録されることになる。
【０１０１】
　以上説明した画像処理システムＳによれば、文書の大まかな歪みと曲がりを除去するよ
うに取込画像を整形したうえで、特徴部分に基づいて、文書の細かな歪みと曲がりを取る
ように整形することで、取込画像の中から何度も特徴部分を探索するといった手間を省く
ことができ、画像処理を高速化することができる。
【０１０２】
　また、見本画像から抽出された文書の特徴点群と、取込画像から抽出された文書の特徴
点群と、に基づいて、第１整形画像Ｉ３が取得され、種々の抽出アルゴリズムが存在し、
より早く抽出できる特徴点群を利用することで、画像処理をより高速化することができる
。また、画像における文書の特徴を詳細に示す特徴点群を利用することで、画像処理の精
度を高めることができ、文書の歪みと曲がりを効果的に除去することができる。
【０１０３】
　また、見本画像における所定領域内の文書の特徴と、取込画像における所定領域に対応
する領域内の文書の特徴と、に基づいて、第１整形画像Ｉ３が取得され、特徴を抽出する
領域を絞ることで、画像処理をより高速化することができる。
【０１０４】
　また、見本画像において定型部分が表れた領域内の文書の特徴と、取込画像において定
型部分が表れた領域内の文書の特徴と、に基づいて、第１整形画像Ｉ３が取得され、特徴
を抽出する領域を絞ることで、画像処理をより高速化することができる。また、これらの
領域内の文書の特徴を利用することで、整形をするうえで信頼性の低い領域を特徴の抽出
対象から除去することで、画像処理の精度を高めることができ、文書の歪みと曲がりを効
果的に除去することができる。また、第１整形部１０２と第２整形部１０４という異なる
特徴を持つ複数の整形手段を組み合わせることで、文書の歪みと曲がりを効果的に除去す
ることができる。例えば、第２整形部１０４による二段階目の整形が線形歪みしか補正で
きなかったとしても、第１整形部１０２による一段階目の整形で非線形歪みを補正できる
ので、複数の整形手段を組み合わせることで、二段階目の補正を補うことができる。
【０１０５】
　また、種々の抽出アルゴリズムが存在し、精度の高いテンプレートマッチングを利用し
て特徴部分を検出することで、画像処理をより高速化し、かつ、画像処理の精度を効果的
に高めることができる。
【０１０６】
　また、第１整形画像Ｉ３の全領域から特徴部分を探索するのではなく、既知の位置を含
む領域内から特徴部分を探索し、特徴部分を探索する領域を絞ることで、画像処理をより
高速化することができる。
【０１０７】
　また、特徴部分を１つだけ利用するのではなく、複数の特徴部分を利用することで、画
像処理の精度を高めることができ、文書の歪みと曲がりを効果的に除去することができる
。
【０１０８】
　また、文書の端部付近に配置された特徴部分を利用することで、画像処理の精度を高め
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ることができ、文書の歪みと曲がりを効果的に除去することができる。
【０１０９】
　また、文書の定型部分における文字又は記号を特徴部分として利用することで、文書に
特別なマークを印刷する必要がなくなる。
【０１１０】
　また、第２整形画像Ｉ４に対して光学文字認識を実行することで、文書から精度よく文
字を抽出することができる。
【０１１１】
［２．実施形態２］
　次に、画像処理システムＳの別実施形態を説明する。実施形態１のように特徴部分を利
用して整形しようとしても、文書の取り込み方によっては、光が反射したり別の物体又は
影で隠れたりして、特徴部分が取込画像Ｉ１にはっきりと写っておらず、うまく整形でき
ないことがある。
【０１１２】
　図１５は、取込画像Ｉ１の一例を示す図である。図１５の取込画像Ｉ１では、運転免許
証の左下に印刷された「ＪＡＰＡＮ」の文字の一部が光で反射し、「Ｊ」と「Ａ」の文字
が全く写っておらず、「Ｐ」の文字もはっきりとは写っていない。これら３つの文字のう
ち、「Ｊ」と「Ａ」は、テンプレート画像Ｔ３が示す特徴部分なので、４つの特徴部分の
うちの１つを検出できず、画像処理の精度が下がってしまう。
【０１１３】
　そこで、実施形態２の画像処理システムＳでは、特徴部分が取込画像Ｉ１にはっきりと
写っていない場合に、取込画像Ｉ１の中から代替の特徴部分を探索することで、画像処理
の精度を高めるようにしている。以降、実施形態２の画像処理システムＳの詳細を説明す
る。なお、実施形態２では、実施形態１と同様の内容については説明を省略する。
【０１１４】
［２－１．画像処理システムにおいて実現される機能］
　図１６は、画像処理システムＳにおいて実現される機能の一例を示す機能ブロック図で
ある。図１６に示すように、画像処理システムＳでは、データ記憶部２００、取得部２０
１、第１検出部２０２、探索部２０３、第２検出部２０４、整形部２０５、及び実行部２
０６が実現される場合を説明する。
【０１１５】
［２－１－１．データ記憶部］
　データ記憶部２００は、実施形態１で説明したデータ記憶部１００と同様である。
【０１１６】
［２－１－２．取得部］
　取得部２０１は、実施形態１で説明した取得部１０１と同様である。
【０１１７】
［２－１－３．第１検出部］
　第１検出部２０２は、制御部３１を主として実現される。第１検出部２０２は、実施形
態１の検出部１０３と同様であってよく、取込画像Ｉ１に基づいて、定型部分の特徴部分
を検出する。特徴部分の意味は、実施形態１で説明した通りである。実施形態２では、特
徴部分が存在する所定位置のことを第１位置と記載する。即ち、第１位置は、撮影画像Ｉ
１において特定部分が表れた位置ではなく、文書における特定部分の位置を意味する。第
１位置は、特徴部分があるべき位置であり、例えば、見本画像Ｉ２において特定部分が表
れた位置である。実施形態１で所定位置と記載した箇所は、実施形態２の第１位置と読み
替えることができる。
【０１１８】
　実施形態１と同様、特徴部分は１つだけであってもよいが、ここでは、特徴部分が複数
ある場合を説明する。このため、検出部１０３は、複数の特徴部分を検出することになる
。複数の特徴部分の各々は、自身に対応する第１位置に存在することになる。また、実施
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形態１と同様、第１検出部２０２が第１整形画像Ｉ３から特徴部分を検出する場合を説明
するが、実施形態２では、実施形態１の第１整形部１０２の処理を省略し、第１検出部２
０２は、取込画像Ｉ１から特徴部分を検出してもよい。他にも例えば、実施形態２では、
オペレータの操作によって取込画像Ｉ１が手動で整形されて第１整形画像Ｉ３が取得され
てもよく、第１検出部２０２は、当該手動で整形された第１整形画像Ｉ３から特徴部分を
検出してもよい。
【０１１９】
［２－１－４．探索部］
　探索部２０３は、制御部３１を主として実現される。探索部２０３は、特徴部分が検出
されなかった場合は、取込画像Ｉ１に基づいて、定型部分の代替の特徴部分を探索する。
【０１２０】
　代替の特徴部分は、検出されなかった特徴部分の代わりに用いる特徴部分である。特徴
部分の意味は、実施形態１で説明した通りである。代替の特徴部分は、検出されなかった
特徴部分と同様の特徴を有してもよいし、特にこれらの特徴は似ていなくてもよい。例え
ば、「ＪＡ」という文字の特徴部分が検出されなかった場合に、形状又はサイズが似た文
字を代替の特徴部分としてもよいし、形状又はサイズが特に似ていない文字を代替の特徴
部分としてもよい。
【０１２１】
　代替の特徴部分は、文書の第２位置に存在する特徴部分である。第２位置は、第１位置
とは異なる位置であればよく、第１位置に基づいて定まる位置であってもよいし、特に第
１位置とは関係のない位置であってもよい。本実施形態では、第２位置は、第１位置付近
の位置であり、第１位置から所定距離以内（例えば、５センチメートル以内）の位置であ
る。別の言い方をすれば、第２位置は、第１位置を含む領域内の位置である。なお、第２
位置は、撮影画像Ｉ１において代替の特定部分が表れた位置ではなく、文書における代替
の特定部分の位置である。第２位置は、代替の特徴部分があるべき位置であり、例えば、
見本画像Ｉ２において代替の特定部分が表れた位置である。
【０１２２】
　図１７は、代替の特徴部分が探索される様子を示す図である。図１７に示すように、例
えば、探索部２０３は、取込画像Ｉ１に基づくヒストグラムＨを利用して、代替の特徴部
分を探索する。ヒストグラムＨは、画素値ごとの頻度を示す統計情報であり、例えば、縦
軸に頻度をとり、横軸に画素値をとったグラフによって表される。例えば、探索部２０３
は、画素値ごとに、所定領域内で当該画素値が表れた画素数をカウントし、ヒストグラム
Ｈを生成する。
【０１２３】
　探索部２０３は、ヒストグラムＨの分布が特定の分布を示しているか否かを判定し、特
定の分布を示している場合に、ヒストグラムＨを生成した領域を特徴部分として決定する
。特定の分布は、画像として特徴的であることを示す分布であり、例えば、定型部分のヒ
ストグラムに基づいて定めておいてもよい。また例えば、背景色（例えば、白）だけの領
域は、特徴部分とはならない、特定の分布は、背景色ではない色（前景色）を示す画素値
（例えば、黒）の頻度が閾値以上表れることであってもよい。
【０１２４】
　例えば、代替の特徴部分は、画像全体から探索されてもよいが、探索部２０３は、第１
位置に基づいて定まる領域Ａ２内から、代替の特徴部分を探索してもよい。第１位置に基
づいて定まる領域とは、第１位置を含む領域であり、第１位置から所定距離以内（例えば
、５センチメートル以内）となる領域Ａ２である。図１７の例では、「ＪＡ」の特徴部分
が検出されなかったので、当該特徴部分の第１位置（即ち、運転免許証の左下付近の位置
）を含む領域Ａ２の中から代替の特徴部分が探索される。
【０１２５】
　本実施形態では、複数の特徴部分が用意されているので、探索部２０３は、少なくとも
１つの特徴部分が検出されなかった場合に、代替の特徴部分を探索することになる。なお
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、探索部２０３は、検出されなかった特徴部分の数が所定個数（例えば、２個）以上であ
った場合に代替の特徴部分を探索し、検出されなかった特徴部分の数が所定個数未満であ
った場合には代替の特徴部分を探索しなくてもよい。他にも例えば、探索部２０３は、検
出されなかった特徴部分が１つでもあれば代替の特徴部分を探索し、検出されなかった特
徴部分の数がなければ代替の特徴部分を探索しなくてもよい。
【０１２６】
［２－１－５．第２検出部］
　第２検出部２０４は、制御部３１を主として実現される。第２検出部２０４は、見本画
像Ｉ２から代替の特徴部分を検出する。特徴部分の検出方法自体は、実施形態１で説明し
た方法と同様であってよく、種々の物体検出アルゴリズムを適用可能である。第２検出部
２０４は、探索部２０３により探索された代替の特徴部分と似た領域を、見本画像Ｉ２の
中から検出する。
【０１２７】
　図１８は、見本画像Ｉ２から代替の特徴部分が検出される様子を示す図である。図１８
に示すように、例えば、第２検出部２０４は、探索部２０３により探索された代替の特徴
部分をテンプレート画像Ｔ５としたテンプレートマッチングに基づいて、見本画像Ｉ２か
ら代替の特徴部分を検出する。図１８の例では、「ＮＵＭＢＥＲ」という項目名の中の「
Ｎ」とその付近の線が代替の特徴部分として探索されたので、第２検出部２０４は、当該
代替の特徴部分と似た領域を検出することになる。
【０１２８】
　なお、テンプレートマッチングの処理の詳細は、実施形態１で説明した通りであり、第
２検出部２０４は、テンプレート画像Ｔ５と同じ大きさのウィンドウＷを見本画像Ｉ２内
で走査し、枠内の各画素の画素値と、テンプレート画像Ｔ５の各画素の画素値と、に基づ
いて、代替の特徴部分を検出する。例えば、第２検出部２０４は、これらの画素値の差に
基づいて類似度を計算し、類似度が閾値以上の枠内に特徴部分が存在すると判定する。
【０１２９】
　例えば、見本画像Ｉ２全体の中から特徴部分が探索されてもよいが、本実施形態では、
第２検出部２０４は、見本画像Ｉ２のうち、第１整形画像Ｉ３において代替の特徴部分が
探索された位置を含む領域Ａ３の中から、代替の特徴部分を検出してもよい。この領域Ａ
３は、任意の形状及びサイズであってよく、図１８の例では、テンプレート画像Ｔ５が示
す「Ｎ」とその付近の線が表れた位置を含む領域Ａ３となる。テンプレート画像Ｔ５は、
運転免許証の左下付近で探索された代替の特徴部分を示すので、領域Ａ３も左下付近の領
域となる。
【０１３０】
［２－１－６．整形部］
　整形部２０５は、制御部３１を主として実現される。整形部２０５は、特徴部分が検出
された場合に、当該特徴部分の位置が所定の第１位置に合うように、取込画像Ｉ１の整形
画像を取得する。整形部２０５は、実施形態１の第１整形部１０２及び第２整形部１０４
と同様の処理を実行してもよい。
【０１３１】
　図１９及び図２０は、実施形態２で整形画像が取得される様子を示す図である。図１９
に示すように、例えば、整形部２０５は、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の位置Ｑ３
が、見本画像Ｉ２における特徴部分の位置Ｑ２に近づくように、第１整形画像Ｉ３を整形
する。
【０１３２】
　実施形態２では、実施形態１と同様に、複数の特徴部分が存在するので、整形部２０５
は、複数の特徴部分の各々の位置Ｑ３が、当該特徴部分に対応する第１位置Ｑ２に合うよ
うに、第２整形画像Ｉ４を取得する。例えば、整形部２０５は、見本画像Ｉ２における特
徴部分の第１位置Ｑ２と、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の位置Ｑ３と、に基づいて
変換行列を計算する。
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【０１３３】
　変換行列は、第１整形画像Ｉ３における特徴部分の位置Ｑ３が、見本画像Ｉ２における
特徴部分の位置Ｑ２に近づくように計算される。変換行列の取得方法自体は、実施形態１
で説明した通りである。図１９に示すように、第１整形画像Ｉ３における各特徴部分と代
替の特徴部分とを繋いだ四角形（Ｑ３－１，Ｑ３－２，Ｑ３－４，Ｑ３－５で囲われた四
角形）の形状が、見本画像Ｉ２における各特徴部分と代替の特徴部分とを繋いだ四角形（
Ｑ２－１，Ｑ２－２，Ｑ２－４，Ｑ２－５で囲われた四角形）に近づくように、変換行列
が計算される。
【０１３４】
　整形部２０５は、変換行列に基づいて、第１整形画像Ｉ３を変換して第２整形画像Ｉ４
を取得する。図２０に示すように、第２整形画像Ｉ４は、運転免許証の細かな歪みと曲が
りが補正されており、見本画像Ｉ２の運転免許証と略同じ形状及び向きとなる。即ち、第
２整形画像Ｉ４の各特徴部分を繋いだ四角形（Ｑ４－１，Ｑ４－２，Ｑ４－４，Ｑ４－５
で囲われた四角形）の形状は、見本画像Ｉ２における各特徴部分を繋いだ四角形（Ｑ２－
１，Ｑ２－２，Ｑ２－４，Ｑ２－５で囲われた四角形）と同じ又は略同じとなる。第２整
形画像Ｉ４は、光学文字認識をしやすい状態の画像となる。
【０１３５】
　なお、実施形態２では、実施形態１と同様に、整形部２０５が第１整形画像Ｉ３を整形
して第２整形画像Ｉ４を取得する場合を説明したが、実施形態１の第１整形部１０２の処
理を省略し、整形部２０５は、取込画像Ｉ１を整形して整形画像を取得してもよい。他に
も例えば、実施形態２では、オペレータの操作によって取込画像Ｉ１が手動で整形されて
第１整形画像Ｉ３が取得されてもよく、整形部２０５は、当該手動で整形された第１整形
画像Ｉ３を整形して第２整形画像Ｉ４を取得してもよい。
【０１３６】
　上記のように、整形部２０５は、特徴部分が検出されなかった場合は、代替の特徴部分
の位置が所定の第２位置に合うように、整形画像を取得してもよい。上記説明した通り、
検出されなかった特徴部分の代わりに代替の特徴部分が用いられる点で異なるだけであり
、整形方法は、実施形態１で説明した通りである。
【０１３７】
　また、上記のように、整形部２０５は、特徴部分が検出されなかった場合は、見本画像
Ｉ２における代替の特徴部分の位置を第２位置として取得し、整形画像を取得してもよい
。上記説明した通り、代替の特徴部分が用いられるという点で異なるだけであり、整形方
法自体は、実施形態１で説明した通りである。また例えば、整形部２０５は、少なくとも
１つの特徴部分が検出されなかった場合に、代替の特徴部分に基づいて、整形画像を取得
してもよい。
【０１３８】
［２－１－７．実行部］
　実行部２０６は、制御部３１を主として実現される。実行部２０６は、整形画像に対し
て光学文字認識を実行する。実行部２０６の処理の詳細は、実施形態１で説明した実行部
１０５と同様であり、光学文字認識のアルゴリズは、実施形態１で説明したようなアルゴ
リズムを利用すればよい。
【０１３９】
　図２１は、光学文字認識により抽出される文字の一例を示す図である。図２１に示すよ
うに、実行部２０６は、第２整形画像Ｉ４に対して光学文字認識を実行することによって
、運転免許証の非定型部分に表れた情報を抽出し、データ記憶部２００に記録する。図２
１の例では、実行部２０６は、運転免許証に表れたユーザの氏名、生年月日、住所、発行
日、有効日、及び免許証番号といった情報を抽出し、データ記憶部２００に記録する。な
お、実行部１０５が文書に応じた情報であればよい点についても実施形態１と同様である
。
【０１４０】
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［２－２．実施形態２において実行される処理］
　図２２及び図２３は、画像処理システムＳにおいて実行される処理の一例を示すフロー
図である。図２２及び図２３に示す処理は、制御部１１が記憶部１２に記憶されたプログ
ラムに従って動作し、制御部３１が記憶部３２に記憶されたプログラムに従って動作する
ことによって実行される。下記に説明する処理は、図１６に示す機能ブロックにより実行
される処理の一例である。
【０１４１】
　図２２に示すように、Ｓ２１～Ｓ２９の処理は、実施形態１のＳ１～Ｓ９と同様である
。なお、先述したように、Ｓ２４～Ｓ２７の処理を省略し、第１整形画像Ｉ３ではなく取
込画像Ｉ１から特徴部分が検出されてもよい。
【０１４２】
　Ｓ２９においてテンプレートマッチングが実行されると、制御部３１は、検出されなか
った特徴部分があるか否かを判定する（Ｓ３０）。Ｓ３０においては、制御部３１は、Ｓ
２８で取得した全てのテンプレート画像Ｔについて、類似度が閾値以上の領域が見つかっ
たか否かを判定する。
【０１４３】
　検出されなかった特徴部分がない場合（Ｓ３０；Ｎ）、Ｓ３１の処理に移行する。Ｓ３
１の処理は、実施形態１のＳ１０と同様である。この場合、全ての特徴部分が検出されて
おり、代替の特徴部分を探索する必要がないので、Ｓ３２～Ｓ３５の処理は実行されない
。
【０１４４】
　一方、検出されなかった特徴部分がある場合（Ｓ３０；Ｙ）、図２３に移り、制御部１
１は、検出されなかった特徴部分の第１位置に基づいて、代替の特徴部分を探索する探索
領域を設定する（Ｓ３２）。Ｓ３２においては、制御部１１は、検出されなかった特徴部
分の座標を含む領域Ａ３を、探索領域として設定する。なお、探索領域のサイズ及び形状
は、予め定められているものとする。
【０１４５】
　制御部１１は、Ｓ３２で設定した探索領域内の小領域ごとにヒストグラムＨを生成し、
代替の特徴部分を探索する（Ｓ３３）。Ｓ３３においては、制御部１１は、小領域ごとに
生成したヒストグラムＨが特定の特徴を示すか否かを判定する。なお、小領域のサイズ及
び形状は、予め定められているものとする。
【０１４６】
　制御部１１は、見本画像Ｉ２から、Ｓ３３で探索した代替の特徴部分を検出する（Ｓ３
４）。Ｓ３４においては、制御部１１は、代替の特徴部分をテンプレート画像Ｔとし、テ
ンプレートマッチングを実行する。
【０１４７】
　制御部１１は、Ｓ２９で特定した特徴部分、Ｓ３３で探索した代替の特徴部分、及びＳ
３４で検出した代替の特徴部分に基づいて、第２整形画像Ｉ４を取得する（Ｓ３５）。Ｓ
３５においては、制御部３１は、先述したような変換行列を計算し、当該変換行列に基づ
いて、第１整形画像Ｉ３を整形する。整形後の画像が第２整形画像Ｉ４となる。続くＳ３
６～Ｓ３７の処理は、実施形態１のＳ１１～Ｓ１２と同様である。
【０１４８】
　実施形態２の画像処理システムＳによれば、特徴部分が検出されなかった場合に代替の
特徴部分を探索し、検出されなかった特徴部分の代わりに代替特徴部分を利用するので、
特徴部分が検出されなかったとしても、画像処理の精度を高めることができる。
【０１４９】
　また、見本画像Ｉ２から代替の特徴部分が検出され、見本画像Ｉ２における代替の特徴
部分の位置に合うように整形することで、画像処理の精度を高め、歪みと曲がりを効果的
に除去することができる。
【０１５０】
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　また、取込画像Ｉ１に基づくヒストグラムＨを利用して代替の特徴部分が探索されるこ
とで、より特徴的な部分を代替の特徴部分とすることができ、画像処理の精度を高めるこ
とができる。
【０１５１】
　また、特徴部分がある第１位置に基づいて定まる領域内から代替の特徴部分が探索され
ることで、代替の特等部分の探索領域を絞り、画像処理を高速化することができる。
【０１５２】
　また、特徴部分を１つだけ利用するのではなく、複数の特徴部分を利用することで、画
像処理の精度を高めることができ、文書の歪みと曲がりを効果的に除去することができる
。
【０１５３】
　また、文書の定型部分における文字又は記号を特徴部分として利用することで、文書に
特別なマークを印刷する必要がなくなる。
【０１５４】
　また、第２整形画像Ｉ４に対して光学文字認識を実行することで、文書から精度よく文
字を抽出することができる。
【０１５５】
［２－３．実施形態２の変形例］
　（１）例えば、実施形態２のように、第１整形画像Ｉ３の特徴部分及び代替の特徴部分
の位置Ｑ３で囲われた四角形と、見本画像Ｉ２の特徴部分及び代替の特徴部分の位置Ｑ４
で囲われた四角形と、に基づいて第１整形画像Ｉ３が整形される場合、これら四角形の面
積が広い方が、整形の精度が高くなる。このため、代替の特徴部分として利用できそうな
部分が複数存在する場合には、四角形が広くなるような代替の特徴部分を利用してもよい
。
【０１５６】
　本変形例の探索部２０３は、複数の特徴部分のうちの一部だけが検出された場合に、検
出されなかった特徴部分ごとに、検出された一部の特徴部分との位置関係に基づいて、代
替の特徴部分を探索してもよい。ここでの位置関係とは、検出された一部の特徴部分に対
する相対的な位置である。
【０１５７】
　例えば、実施形態２で説明したように複数の特徴部分が３つ以上である場合は、探索部
２０３は、検出されなかった特徴部分ごとに、代替の特徴部分の候補を探索し、当該候補
と検出された一部の特徴部分とによって囲われる領域のサイズに基づいて、代替の特徴部
分を決定してもよい。代替の特徴部分の候補の探索方法は、実施形態２で説明した代替の
特徴部分の探索方法と同じであってよく、例えば、ヒストグラムＨを利用して行われる。
【０１５８】
　ここでの領域とは、代替の特徴部分の候補の位置と、検出された特徴部分の位置と、を
繋ぐことで形成される領域である。領域のサイズとは、領域の広さであり、例えば、面積
であってもよいし、領域内の画素数であってもよい。他にも例えば、領域の外接矩形の縦
幅と横幅の合計値を領域のサイズとしてもよいし、外接矩形の面積を領域のサイズとして
もよい。
【０１５９】
　図２４は、実施形態２の変形例（１）における処理の説明図である。図２４の例では、
実施形態２で説明した例と同様に、テンプレート画像Ｔ１，Ｔ２，Ｔ４が示す特徴部分（
左上、右上、右下の特徴部分）は検出され、テンプレート画像Ｔ３が示す特徴部分（左下
の特徴部分）が検出されなかったものとする。
【０１６０】
　探索部２０３が代替の特徴部分を探索した結果、代替の特徴部分の候補が３つ存在した
とする。図２４では、これら３つの候補の位置をＱ３－５～Ｑ３－７の符号で示す。これ
ら３つの候補のうち、検出された特徴部分の位置Ｑ３－１，Ｑ３－２，Ｑ３－４と囲われ



(23) JP 6574921 B1 2019.9.11

10

20

30

40

50

る領域のサイズが最も広いのは、位置Ｑ３－５なので、この部分を代替の特徴部分として
利用してもよい。
【０１６１】
　例えば、探索部２０３は、代替の特徴部分の候補ごとに、検出された一部の特徴部分と
の間で囲われる領域のサイズを計算し、サイズが最大の候補を代替の特徴部分として決定
する。別の言い方をすれば、探索部２０３は、複数の候補を発見した場合に、検出された
一部の特徴部分との間で囲われる領域のサイズが最大になるものを、画像処理で利用する
代替の特徴部分として決定する。即ち、探索部２０３は、サイズが最大になる組み合わせ
となるように、特徴部分と代替の特徴部分との組み合わせを決定する。なお、探索部２０
３は、サイズが最大の候補を発見するのではなく、サイズが閾値以上になった候補を発見
した時点で、探索を終了してもよい。
【０１６２】
　また例えば、探索部２０３は、領域のサイズではなく、検出された一部の特徴部分と、
代替の特徴部分の候補と、の距離に基づいて、代替の特徴部分を探索してもよい。ここで
の距離とは、例えば、上記領域の外周であってもよいし、検出された一部の特徴部分の位
置と代替の特徴部分の候補の位置との距離の合計値であってもよい。例えば、探索部２０
３は、複数の候補を発見した場合に、検出された一部の特徴部分との距離が最大になるも
のを、画像処理で利用する代替の特徴部分として決定してもよい。別の言い方をすれば、
探索部２０３は、距離が最大になる組み合わせとなるように、特徴部分と代替の特徴部分
との組み合わせを決定する。
【０１６３】
　変形例（１）によれば、検出された一部の特徴部分との位置関係に基づいて、代替の特
徴部分が探索され、画像処理に適した代替の特徴部分を利用することで、画像処理の精度
を高め、歪みと曲がりを効果的に除去することができる。
【０１６４】
　また、領域のサイズに基づいて代替の特徴部分が決定される場合には、歪みと曲がりを
除去するために最適な代替の特徴部分が見つかる確率が高まるので、画像処理の精度をよ
り高め、歪みと曲がりをより効果的に除去することができる。
【０１６５】
　（２）また例えば、変形例（１）では、１つの特徴部分が検出されなかった場合を例に
挙げたが、２つ以上の特徴部分が検出されなかった場合も同様に、探索部２０３は、検出
された特徴部分との位置関係に基づいて、代替の特徴部分を探索してもよい。この場合、
代替の特徴部分が複数探索されることになるが、四角形が広くなるような組み合わせの代
替の特徴部分が探索されてもよい。
【０１６６】
　本変形例の探索部２０３は、複数の特徴部分が検出されなかった場合に、検出されなか
った特徴部分ごとに、他の代替の特徴部分との位置関係に基づいて、代替の特徴部分を探
索してもよい。ここでの位置関係とは、他の代替の特徴部分に対する相対的な位置である
。
【０１６７】
　例えば、複数の特徴部分が３つ以上である場合は、探索部２０３は、検出されなかった
特徴部分ごとに、代替の特徴部分の候補を探索し、検出されなかった複数の特徴部分の各
々の候補によって囲われる領域のサイズに基づいて、代替の特徴部分を決定する。候補の
探索方法は、変形例（１）で説明した通りである。
【０１６８】
　ここでの領域とは、特徴部分が１つでも検出された場合には、複数の候補の各々の位置
と、当該検出された特徴部分の位置と、を繋ぐことで形成される領域である。一方、特徴
部分が１つも検出されていない場合には、複数の候補の各々の位置を繋ぐことで形成され
る領域である。領域のサイズの意味は、変形例（１）で説明した通りである。
【０１６９】
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　図２５は、実施形態２の変形例（２）における処理の説明図である。図２４の例では、
テンプレート画像Ｔ２，Ｔ４が示す特徴部分（右上、右下の特徴部分）は検出され、テン
プレート画像Ｔ１，Ｔ３が示す特徴部分（左上、左下の特徴部分）が検出されなかったも
のとする。
【０１７０】
　探索部２０３が代替の特徴部分を探索した結果、テンプレート画像Ｔ１が示す左上の代
替の特徴部分の候補が２つ存在したとする。図２４では、これら２つの候補の位置をＱ３
－８，Ｑ３－９の符号で示す。また、探索部２０３が代替の特徴部分を探索した結果、テ
ンプレート画像Ｔ３が示す左下の代替の特徴部分の候補が３つ存在したとする。図２４で
は、これら３つの候補の位置をＱ３－１０～Ｑ３－１２の符号で示す。これらのうち、検
出された特徴部分の位置Ｑ３－２，Ｑ３－４と囲われる領域のサイズが最大なのは、位置
Ｑ３－８，Ｑ３－１０の組み合わせなので、当該組み合わせを代替の特徴部分として利用
してもよい。
【０１７１】
　例えば、探索部２０３は、他の代替の特徴部分によって囲われる領域のサイズに基づい
て、代替の特徴部分を探索する。例えば、探索部２０３は、複数の候補を発見した場合に
、他の候補との間で囲われる領域のサイズが最大になるものを、画像処理で利用する代替
の特徴部分として決定する。別の言い方をすれば、探索部２０３は、サイズが最大になる
組み合わせとなるように、代替の特徴部分の組み合わせを決定する。なお、探索部２０３
は、サイズが最大の候補を発見するのではなく、サイズが閾値以上になった候補を発見し
た時点で、探索を終了してもよい。
【０１７２】
　また例えば、探索部２０３は、領域のサイズではなく、他の代替の特徴部分との距離に
基づいて、代替の特徴部分を探索してもよい。ここでの距離とは、例えば、上記領域の外
周であってもよいし、各候補間の距離の合計値であってもよい。例えば、探索部２０３は
、複数の候補を発見した場合に、他の代替の特徴部分の候補との距離が最大になるものを
、画像処理で利用する代替の特徴部分として決定してもよい。別の言い方をすれば、探索
部２０３は、距離が最大になる組み合わせとなるように、代替の特徴部分の組み合わせを
決定する。
【０１７３】
　変形例（２）によれば、他の代替の特徴部分との位置関係に基づいて、代替の特徴部分
が探索され、より画像処理に適した代替の特徴部分を利用することで、画像処理の精度を
高め、歪みと曲がりを効果的に除去することができる。
【０１７４】
　また、領域のサイズに基づいて代替の特徴部分が決定される場合には、歪みと曲がりを
除去するために最適な代替の特徴部分が見つかる確率が高まるので、画像処理の精度をよ
り高め、歪みと曲がりをより効果的に除去することができる。
【０１７５】
　（３）また例えば、実施形態２では、第１の整形画像Ｉ３の中から動的に代替の特徴部
分が探索されたが、定型部分の中のどの部分を代替の特徴部分として利用するかを予め定
めておいてもよい。この場合、データ記憶部２００は、代替の特徴部分を示すデータを予
め記憶しているものとする。例えば、代替の特徴部分である第２の位置も当該データに格
納されていてよい。探索部２０３は、予め定められた代替の特徴部分を探索することにな
る。この場合、１つの特徴部分につき、複数の代替の特徴部分を定めておいてもよい。こ
の場合、端部にあるものほど優先度を高くしておき、優先度の高い順番に、代替の特徴部
分を検出可能であるか判定されてもよい。
【０１７６】
　図７のテンプレート画像を例に挙げると、テンプレート画像Ｔ１が示す左上の特徴部分
である「ＤＲ」が検出されなかった場合に、代替の特徴部分として、その右にある「ＩＶ
」の文字やその下にある「ＮＡ」の文字が定められていてもよい。また、テンプレート画



(25) JP 6574921 B1 2019.9.11

10

20

30

40

50

像Ｔ２が示す右上の特徴部分である日本の国旗が検出されなかった場合に、代替の特徴部
分として、その左にある「ＳＥ」の文字が定められていてもよい。
【０１７７】
　また、テンプレート画像Ｔ３が示す左下の特徴部分である「ＪＡ」が検出されなかった
場合に、代替の特徴部分として、その右にある「ＰＡ」の文字やその上にある「ＮＵ」の
文字が定められていてもよい。また、テンプレート画像Ｔ４が示す右下の特徴部分である
「ｏｎ」が検出されなかった場合に、代替の特徴部分として、その左にある「ｓｉ」の文
字や左上にある「ａｎ」の文字が定められていてもよい。
【０１７８】
　本変形例では、例えば、探索部２０３は、第１整形画像Ｉ３の中から、予め定められた
代替の特徴部分を探索する。この探索方法は、特徴部分の検出方法と同様であってよく、
例えば、物体検出アルゴリズムを利用すればよい。例えば、特徴部分と同様にして、代替
の特徴部分を示すテンプレート画像を用意しておき、探索部２０３は、第１整形画像Ｉ３
に対し、テンプレート画像に基づくテンプレートマッチングを実行してもよい。
【０１７９】
　本変形例では、代替の特徴部分の位置は、予め分かっているので、本変形例では、第２
検出部２０４は省略してよい。実施形態１－２で説明した見本画像データベースと同様、
代替の特徴部分の位置（第２の位置）は、予めデータ記憶部２００に記憶させておけばよ
い。整形部２０５は、見本画像Ｉ１における特徴部分及び代替の特徴部分の位置と、第１
整形画像Ｉ３における特徴部分及び代替の特徴部分の位置と、に基づいて、第１整形画像
Ｉ３を整形すればよい。この処理の詳細は、実施形態２で説明した通りである。
【０１８０】
　変形例（３）によれば、代替の特徴部分を動的に決定するのではなく、予め定めておく
ことで、代替の特徴部分を探索する処理を簡略化し、画像処理を高速化することができる
。例えば、代替の特徴部分を予め定めておくことで、実施形態２のように、ヒストグラム
を計算する処理を省略したり、見本画像Ｉ２から第２の位置を特定したりする処理を省略
することができるので、画像処理をより高速化することができる。
【０１８１】
［３．その他変形例］
　なお、本発明は、以上に説明した実施の形態に限定されるものではない。本発明の趣旨
を逸脱しない範囲で、適宜変更可能である。
【０１８２】
　例えば、実施形態１－２では、第２整形画像Ｉ４に対して光学文字認識が実行される場
合を説明したが、整形後の画像に対する処理は、光学文字認識に限られない。例えば、実
施形態１の実行部１０５は、第２整形画像Ｉ４に対して特に画像処理を施すことなく、デ
ータ記憶部１００に記録してもよいし、同様に、実施形態２の実行部２０６は、第２整形
画像Ｉ４に対して特に画像処理を施すことなく、第２整形画像Ｉ４をデータ記憶部２００
に記録してもよい。このように、特に光学文字認識をするためではなく、単に歪みと曲が
りを除去するために本発明に係る処理が利用されてもよい。他にも例えば、実施形態１の
実行部１０５は、第２整形画像Ｉ４から顔写真を抽出してもよいし、同様に、実施形態２
の実行部２０６は、第２整形画像Ｉ４から顔写真を抽出してもよい。顔写真の領域は、見
本画像Ｉ２に基づいて予め定めておけばよい。
【０１８３】
　また例えば、実施形態１－２では、サーバ３０において主たる処理が実行される場合を
説明したが、サーバ３０で実行するものとして説明した処理は、ユーザ端末１０で実行さ
れてもよい。例えば、実施形態１において、取得部１０１、第１整形部１０２、検出部１
０３、第２整形部１０４、及び実行部１０５がユーザ端末１０で実現されてもよい。この
場合、これら各機能は制御部１１を主として実現されてもよく、ユーザ端末１０は、サー
バ３０から見本画像データベースの内容を取得してもよい。また例えば、取得部１０１、
第１整形部１０２、検出部１０３、第２整形部１０４、及び実行部１０５の各々がユーザ
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端末１０とサーバ３０とで分担されてもよい。
【０１８４】
　また例えば、実施形態２において、取得部２０１、第１検出部２０２、探索部２０３、
第２検出部２０４、整形部２０５、及び実行部２０６がユーザ端末１０で実現されてもよ
い。この場合、これら各機能は制御部１１を主として実現されてもよく、ユーザ端末１０
は、サーバ３０から見本画像データベースの内容を取得してもよい。また例えば、取得部
２０１、第１検出部２０２、探索部２０３、第２検出部２０４、整形部２０５、及び実行
部２０６の各々がユーザ端末１０とサーバ３０とで分担されてもよい。
【要約】
　画像処理の精度を高める。画像処理システム（Ｓ）の取得手段（２０１）は、画像読取
装置（２０）又は撮影装置（１６）によって取り込まれた、定型部分と非定型部分とを含
む文書の取込画像を取得する。検出手段（２０２）は、取込画像に基づいて、定型部分の
特徴部分を検出する。整形手段（２０５）は、特徴部分が検出された場合に、当該特徴部
分の位置が所定の第１位置に合うように、取込画像の整形画像を取得する。探索手段（２
０３）は、特徴部分が検出されなかった場合は、取込画像に基づいて、定型部分の代替の
特徴部分を探索する。整形手段（２０５）は、特徴部分が検出されなかった場合は、代替
の特徴部分の位置が所定の第２位置に合うように、整形画像を取得する。

【図１】 【図２】
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